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課
外
ゼ
ミ
活
動
報
告

現
代
小
説
研
究
会

顧
問
・
指
導
者
　
岡
田
豊

人
員
　
九
名
　
報
告
者
　
清
水
円
香

〔
活
動
内
容
〕

　
本
年
度
、
現
代
小
説
研
究
会
は
小
川
洋
子
の
「
バ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
ク
」

の
発
表
か
ら
活
動
が
始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
本
年
度
は
二
年
生
を
中
心
に
発

表
を
担
当
し
て
も
ら
っ
た
。
参
加
者
は
発
表
者
の
作
成
し
た
レ
ジ
ュ
メ
を

読
み
、
発
表
を
聞
い
た
う
え
で
積
極
的
に
自
分
の
意
見
や
解
釈
を
述
べ
、

議
論
が
盛
り
上
が
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。
続
い
て
、
星
新
一
の
「
鍵
」

を
扱
っ
た
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
者
は
ジ
ャ
ン
ル
や
時
代
に
縛
ら
れ
ず
に

テ
ク
ス
ト
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
意
見
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
に
試
行
錯
誤
し
た
。
研
究
会
員
の
人
数
は
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
参

加
者
は
意
欲
的
に
活
動
に
参
加
し
た
。

文
学
散
歩
サ
ー
ク
ル
か
ち
か
ち
山

顧
問
・
指
導
者
　
近
衞
典
子

人
員
　
十
四
名
　
報
告
者
　
丸
山
玲
香

〔
活
動
内
容
〕

　
本
年
度
、
文
学
散
歩
サ
ー
ク
ル
か
ち
か
ち
山
で
は
、
５

月
に
新
入
生
歓

迎
散
歩
を
企
画
し
、
等
々
力
渓
谷
を
散
策
、
そ
の
後
、
五
島
美
術
館
を
訪

れ
た
。
五
島
美
術
館
で
は
、
近
代
の
日
本
画
展
が
催
さ
れ
て
お
り
、
明
治

か
ら
昭
和
に
描
か
れ
た
風
景
画
を
鑑
賞
し
た
。
11
月
の
散
歩
で
は
祐
天
寺

を
訪
れ
、
平
成
三
十
年
祐
天
寺
宝
物
展
「
か
さ
ね
│
累
得
脱
曼
荼
羅
の
世

界
│
」
を
拝
観
、
本
堂
を
見
学
し
た
り
、
住
職
に
よ
る
講
演
を
聴
講
、
ま

た
近
く
の
庚
申
塚
を
訪
ね
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
文
学
や
歴
史
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
サ
ー
ク
ル
の
活
動
の
幅
を
拡
げ
る
機
会
に
繋

が
っ
た
と
感
じ
た
。
ま
た
、
今
後
は
調
布
方
面
の
史
跡
巡
り
を
企
画
し
て

い
る
。中

世
文
学
研
究
会

顧
問
・
指
導
者
　
櫻
井
陽
子

人
員
　
三
名
　
報
告
者
　
小
菅
有
加
里

〔
活
動
内
容
〕

　
今
年
度
は
、
四
年
生
の
み
の
た
め
各
々
が
就
職
活
動
又
は
卒
業
論
文
に

専
念
す
る
年
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
課
外
ゼ
ミ
と
し
て
活
動
を
行
う
時
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間
は
、
ほ
と
ん
ど
と
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
中
世
文

学
研
究
会
の
活
動
で
得
た
知
識
や
経
験
を
様
々
な
こ
と
に
活
か
す
こ
と
が

出
来
た
。

　
来
年
度
は
、
入
会
者
の
増
員
と
、
課
外
ゼ
ミ
と
し
て
活
発
的
な
活
動
が

出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

日
本
語
史
研
究
会

顧
問
・
指
導
者
　
土
井
光
祐

人
員
　
十
名
　
報
告
者
　
木
菱
克
海

〔
活
動
内
容
〕

　
本
年
度
か
ら
日
本
語
史
研
究
会
と
名
を
改
め
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
共

に
活
動
し
た
。
前
半
は
日
本
語
史
資
料
の
口
語
文
体
と
文
語
文
体
と
の
比

較
を
行
っ
て
、
問
題
点
や
疑
問
点
を
指
摘
し
合
い
、
先
行
研
究
を
確
認
し

て
日
本
語
史
の
知
識
を
深
め
た
。
後
半
は
四
年
生
の
卒
業
論
文
の
途
中
経

過
報
告
を
行
い
、
四
年
生
に
も
三
年
生
以
下
の
メ
ン
バ
ー
に
も
有
意
義
な

時
間
と
な
っ
た
。
ま
た
、
各
自
の
興
味
に
応
じ
て
任
意
の
言
語
資
料
を
持

ち
寄
り
、
疑
問
点
を
検
討
し
た
。
学
年
を
越
え
た
縦
の
繋
が
り
を
活
か
し
、

就
職
活
動
の
体
験
談
や
卒
業
論
文
と
の
両
立
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
も
共

有
し
た
。

中
国
文
学
研
究
会

顧
問
・
指
導
者
　
高
山
大
毅

人
員
　
六
名
　
報
告
者
　
三
瓶
杏
子

〔
活
動
内
容
〕

　
本
年
度
、
中
国
文
学
研
究
会
は
、
明
治
時
代
に
書
か
れ
た
『
本
朝
虞
初

新
誌
』
の
中
の
江
戸
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
精
読
に
努
め
た
。
活
動
内
容

は
、
参
加
者
全
員
が
各
々
書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
を
考
え
、
担
当
者
の

発
表
に
意
見
を
出
し
な
が
ら
ゼ
ミ
全
体
の
見
解
を
だ
し
、
書
き
下
し
文
と

現
代
語
訳
を
作
成
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
員
が
協
力
し
、
顧
問
の
先
生
に
解
釈

の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
理
解
に
苦
し
ん
だ
部
分
も
解
決

で
き
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
新
入
生
勧
誘
活
動
も
積

極
的
に
行
っ
た
が
、
効
き
目
が
薄
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
年
度
は
、

新
入
生
に
漢
文
読
解
の
魅
力
を
も
っ
と
伝
え
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
精
進
し
よ
う
と
思
う
。


